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1． は じ め に

　海外建設 プロ ジ ェ ク トに は ， 建設 コ ス トオ
ーパ ー

ラン

お よび 工期遅延 に つ な が る危険性 を有 す る，様 々 な リス

ク 要因が 含ま れ て い る こ とが知 られ て い る。こ の 海外建

設プ ロ ジ ェ ク トに お け る リス ク に 関する 研究は，主 とし

て 欧米諸国に 加 え て ，シ ン ガ ポー
ル あ る い は 香港等の

Common 　Wealth 　Countries （旧大 英 帝 国 関 連 国 ） に お

い て ，数多 くの 研 究 事例 が報 告 さ れ て い る 1）。こ れ らの

既往 の研究 に お い て は，海外建設 プロ ジ ェ ク ト リス ク と

して，そ の 建設工 事：を実施す る国の 政治状況，マ ク ロ 経

済状態 お よび 文化風習の 相違 に 起因す る，い わゆ るカ ン

トリ
ー

リス ク ある い はマ
ー

ケ ッ ト リス ク を 主 要な リス ク

要 因 と位置付け ，その リス ク 要 因 に 対 す る リ ス ク 対 応 の

立 案 に言 及 した もの が多 い とい え よ う。そ の 具 体 的 な リ

ス ク 対 応 策 として は，サ ブ コ ン トラ ク タ
ーとな る 現 地 の

ロ ーカル カン パ ニ ーとの 契約 に よ る リ ス ク分 配 （Risk
Allocation），あ る い は 表

一 1に 示す各国 の 信用格付け

に 基づ く請負価格へ の リス クプ レ ミ ア ム の設定等 が挙げ

られ る
2）。

　た だ し，海外建設プ ロ ジ ェ ク トの 実施に 当た っ て は，

カン 1一リ
ー

リス ク
・
マ
ー

ケ ッ トリス ク は 重要 な検 討 事 項

であ る こ とは 言 う まで もな い が，国 内 で の 工 事 と同様 に

建設プロ ジ ェ ク 1一固有の リス ク要因に つ い て も検討 を加

え る こ とは 不 可 欠で あ る。そ の 代表的なもの と して，地

盤条件の 不 確実性 に起因 す る リス ク要 因 （以下 地 盤 リス

ク と称す ）が 挙げ られ るで あ ろ う 。 な お，海外 で の 当該

分 野 に 関 す る研 究 で は，地盤 リ ス ク は予 期 で きな い 地 盤　　ド
条 件 （Unforeseeable　geological　condition ） と称 され る。

例 えば，筆 者 らが こ れ ま で に 示 して きた よ うに ，限定 さ

れ た 情報で は ある が ， OECF （海外経済協力基金）の 円

借 款 に よ る土 木案件25件 3）〜5）の 事後評価結果 で ， 工 期

の 遅延が 生 じた 案件で の遅延 の生 じた理由を複数要因抽

出可 と した 分析結果に おい て も，予期 で きない 地盤条件，

す な わ ち 地盤 リス クは上 位 に ラ ン ク さ れ て い る。

　 言 うま で もな く，建設 プ ロ ジ ェ ク トの 建 設 コ ス トオー

パ ー
ラ ン お よび工 期遅延 に 影 響 を及 ぼ す地 盤 リ ス

1
ク の 度

合い は，Feasibility　Study段階ま で の 地盤調査の 質 と量

に 依 存す る もの で あ る。した が っ て，事前 の 地 盤 調 査 が，

国 内 と同 等 レ ベ ル で 実施 さ れ て い る か否 か は，建設 プロ

ジ ェ ク トが遂行 さ れ る 国 に よ っ て 大 き く左 右 され るは ず

で あ る。ま た，設 計仕 様 書 等 に お い て 地 盤 条 件 が どの よ

表
一 1　 ASEAN ＋ 3 （ブ ル ネ イ を 除 く）の 各国 に お け る

　　　 格付け評 価結果
2）

国　 名 Sho「［
−te  Mediu111−term

日　 本 Az Very　Iow　risk

韓 　 国 A2 Low 　risk

中　国 A3 Low　risk

カ ン ボジア D Very　high　risk

イ ン ドネ シ ア C Very　high　risk

ラ オ ス C High　risk
　　　’
マ レ ーシ ア A2 Low 　rlsk

ミャ ン マ
ー C Very　high　risk

フ ィ リ ピ ン A4 Quite　high　risk

シ ン ガ ポ
ー

ル A2 V号ry1・wrisk

タ　 イ A3 Quite　low　risk

ベ トナ ム C High　risk

注 ）　評 価 分類

’Short −term （7 ラ ン ク ）： AL ，A ：，　A3 ，　A 噌，　B，　C，　D
・Medium −term （6 ラ ン ク）：Very　low　risk，　Low　risk，　Quite　low　risk，
Quite　high　risk ，　High 　risk ，　Very　high 　risk

う に記 述 され て い る か，あ る い は どの よ うな 取 り扱 い を

さ れ て い る か も変動 が大 き い は ず で あ る 。
こ の よ うな 観

点 か ら，海外建設プ ロ ジ ェ ク トに お け る 地盤 リス クの 度

合 い は，一
種の カン ト リ

ー
リス ク と解釈す る こ と も可 能

で あ る と推 察 され る。

　な お，後述 す る よ う に，地 盤 リ ス ク に 起 因 す る建 設 コ

ス ト変動 に つ い て は，従来 FIDIC6）に 代表 さ れ る 建設 請

負 契 約 約 款 で は，単 価 数 量 表 （Bill　of　Quantities，　BOQ ）

に 基 づ き数 量 精算 され，請 負者 の リ ス ク 分担 が保 護 さ れ

て きた 。 しか し，昨今開発途上 国で の イン フ ラ構造物整

備 に おい て ，世界銀行の 主 導の 下，電力事業に 代表され

るキ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
の 発生す る 事業 に お い て は，民間資

本導 入，い わゆ る PFI 方式 に よる 調達が推進され る の

に伴い ，地 盤 リス ク に 起因 す る建設 コ ス ト変動 の リス ク

分 担 ル
ー

ル も変動 す る危 険 性 が 指摘 さ れ て い る 。

　 こ の よ うな 状況の 下 で ，本研究に お い て は 開発途上 国

で の イン フ ラ構造物整備に 関す る状況の変化，お よ び そ

れ に伴 う地 盤 リス ク 分担 法 の契 約上 の変動 に つ い て示 す

もの とす る 。
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注 二 1）排他 的 開発 権 付 与 ケ
ー

ス （ラ オ ス ，トル コ 等））

　 2）公 募入 札 ケ
ー

ス （フ ィ リ ピ ン 等）

　　　　　　　　　　　　　　 図
一 1　 プ ロ ジ ェ ク ト開発 の 流れ と技術サ

ービス

2． 海外におけ る イ ン フ ラ構造物整備の 調達方

　　式 の 変化状況

　筆者 ら7）が こ れ ま で に 示 し て き た よ うに ，ア ジ ア 地 区

で は 数 多 くの 民活型建設プロ ジ ェ ク トと して 実施 さ れ て

お り，電 力 開発 ・公 共交 通網整備
・上 下水道整備 の よ う

な キ ャ ッ シ ュ フ ロ ーの 見 込 ま れ る プロ ジ ェ ク トは ， PFI

方式で 推進す る こ とが 世 界銀 行等 の 方針 とな っ て い る 。

　以下に ，電力開発事業を対 象 と して，従来世銀を中心

と した 開発方式 を 仮 に 「ODA 開 発 （公 的 開 発 ）」 と位

置付 け，図
一 1 に 基 づ き ODA 型 と BOT 型 の 両 方 で プ

ロ ジ ェ ク ト形 成 過程 ，設 計 お よび機器を 含む建設工 事 の

発注，監理の あ り方を プロ ジ ェ ク トの 開発段 階ご とに 比

較 しつ つ 両 者に お け る マ ネ ジ メン トの 違 い に つ い て述 べ

る。

　2．1　Pre −Feasibility　Study

　多 くの 場 合，コ ン サ ル タン ト会社が 以 後の サービ ス 提

供機会 を期 待 して 自己 負担で 行 っ て い る。こ こ で 作 られ

た 案件 の 卵 は，ODA の場 合，当該政府は世銀あ る い は

2 国間機関 に 支援要 請 を 行 うこ とに な る。BOT の 場合

に は，契約方式 に よ っ て 様 々 な 形態が 発生す るが，図
一

1に示 す よ うに，ラオ ス あ る い は トル コ 等で は こ の 段 階

で 民 間 事 業 者 が 開 発権 を得 て 自 ら FIS に 進 め る こ とに

な る。

　2．2　Feasibility　Study

　ODA 開発 で は要請され た 案件 を援助側 で 候 補事業 と

認 識 し，審査 の上 F ／S に 対す る 支援 が決 定 され る 。 さ

らに FIS と環境影響評価 （Environmental　 Impact　 As −

sessment ，　EIA ）を 審査 し建設 融資に つ な げ て い く。

　BOT 開 発 型 で は ，既 に F 〆S が 存在 し て い る 場 合 で は

14

売電単価 を競う入 札 を 行 え るが，図
一 i1に示 す ラオ ス ・

トル コ の よ うに ，FIS が ま だ 実施 され て い な い 場 合 は，

最 初 に排 他的開発協定 を政府が 特定 企 業 とむ す び，当該

企 業 の 費用 で FIS を 実施 す る こ とに な る 。 こ の 場 合 に

は，地 盤 調査費用 は コ ソ セ ッ シ ョ ン 契約 の 中 に 含 まれ る

こ とに な り，請負者 が地 盤 リ ス ク を 負担 す る構 造 とな る。

　2．3　Detailed　Design （D ／D ）

　ODA に お け る 詳細設計 （DID ）段 階 に おい て は，コ

ン サル タ ソ トが 図面 集 を作成 し，ま た ダム の動的解析な

どを行 い ，よ り高度 に 技術 的 な詰 め を行 う。さ らに詳細

な工 事 数 量 を算 出 し，工 程，見積，技術 仕 様，契約 書類

を 作 成 し 入 札 に 備 え る。契約書類 は 世銀 や JBIC （旧

OECF ） の フ ァ
・fナ ン ス 下 に お い て は ，多 くの 場合

FIDIC6 ｝をベ ー
ス に した修正 版 が使用 さ れ る 。

　BOT 開発型 で は詳細検討
・設 計 は 建設 工 事 とあ わ せ

て タ
ー

ソ キ
ー

（EPC 契約）で 発注 さ れ る こ とが 多 い 。

詳 細設 計 段 階で 大 き く数量 を変更せ ざ る を得 な い 地 下 の

地盤 条 件 が 判 明 した り，動的解析 に よ りダ ム 勾配 の や む

な き変更 な どが 生 じ る と す れ ば，タ
ー

ソ キ
ー
契約 を結 ん

だ後 で あ る 。
こ こ に 土 木工 事特有の 問題 が生 じる。こ の

よ うな 問題 が 発生 し に くい 案件 を 採択 す る こ とが当面

BOT 事業の 基本で あ る と考え られ る 。

　 2．4　Construction

　 ODA 開発 の 場 合 は，途 上 国 の 実施機関が オ
ー

ナ
ーと

な り，FIDIC で 規 定 さ れ る と こ ろ の the　Engineer （コ

ン サ ル タン ト）が オー
ナ
ー

に 対 し入 札 ， 契約，施工 監 理

な どで 補佐す る。工 事 は ロ ッ トご との コ ン トラ ク タ
ーで

進め られ，水力の 場合標準的に は 土 木
・
建築 ， ゲート ・

鉄 管 （金物），水車
・
発電機，送変電 の 各 ロ ッ トに 分か

れ る。土 木
・
建築時な どの ロ ッ トは 数量 調整付 き単 価 契

土 と基礎 ，53− 2 （565）
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約 （BOQ ） が 普通 で ，一
方，金物，電気機器 ，送変電

工 事 な ど は据付込 み の
一

式総価契約 （Lump 　Sum に よ

る購買契約）が 結ばれ る。BOQ 契約 の 場 合，地 盤 リス

ク の よ うな コ ソ サ ル タソ トも認 め る予 見 で きな い 要 因 に

よ る設 計変 更 に つ い て は数 量 精 算 や新 工 種 単 価 の 設 定 が

な され ，
コ ン トラ ク タ

ー
の リス ク が基本的 に 回 避 され る。

途一ヒ国プロ ジ ェ ク トで は しば しば 工 事完成 まで に コ ス ト

オ
ーバ ー

ラ ソ して きた。精算数量 が 当初契約数量 よ り増

大 して も国 の財政 や援助機関 に裏打ち され た 国 家機関の

財務体力は大 き く，こ れ ら増額精算 が行 い や す い 環 境に

あ っ た た め，コ ス トオーパ ー
ラ ン が結果 として 常態化 し

て きた とい っ て 過言 で は な い。

　BOT 開発型の 場合，事業投資家お よび 融 資者 は配 当

収益 率や デ ッ トサ
ー

ビス カバ ーレ シ オ （DSCR ）を キ ャ

ッ シ ュ フ ロ ー・
モ デル に よ り算出 す るが，建設費に 変動

が予 見 さ れ る だ け で ，投 資家 に 加 え レ ソ ダーも貸 し手 責

任 を負 うプ ロ ジ ェ ク ト
・

フ ァ イナ ソ ス で は 融資決定 が 困

難 に な る。プロ ジ ェ ク ト
・

フ ァ イ ナ ン ス に よ る 民間事業

に お い て は，建設 契約が タ
ー

ン キ
ー

（固定価格）に よ っ

て な さ れ る要請がこ こ か ら生ま れ る。

3． 代表的建設契約約款と そ の 地盤 リ ス ク分担

　　 ル
ー

ル

　表
一2 に，海外工 事 に お け る 代表的な 建設契約約款 の

内容，お よ び そ れ ぞ れ の 約 款 で の 地 盤 リス ク の分 担 方法

たつ い て 要 約 して 示 す 。 同 表 に 示 ず よ うに，海外工 事 に

お い て 通 常適用 さ れ る建 設 契 約 約 款 は，FIDIC で あ る

が，その 発注 形 式 に よ りそ れ ぞ れ FIDIC　Red6） （設 計 ・

施 工 分離方 式），FIDIC　Yellows） （設 計
・
施工 一

括方式）

お よび FIDIC　Silver9） （EPC ／タ
ー

ン キ
ー

） に 分類 さ れ

る 。こ の 内，ODA 開．発型 に 適 用 さ れ る FIDIC 　Red は

設計 ・施工 分 離の 建設工 事に 適用 さ れ，数量 精算方式契

約 で あ る た め，地 盤 リス クは 基本 的 に は発 注者 が 負担 す

る こ と とな る 。 次 に，FIDIC　Yellowは 設 計 ・施 工
一

括

方式 の 工 事 に 適用 さ れ る もの で あ る が ，そ の 特徴 は

FIDIC　Red と同様 に 地下条件 は 発注者 が提示す る こ と

を前提 として い るた め，地盤 リス ク は基 本 的 に は発 注者

が負 担 す る こ と とな る。

　 こ れ に対 して，FIDIC 　Silverは，い わ ゆ る BOT の よ

うな EPC 〆タ
ー

ソ キー
プ ロ ジ ェ ク トに対 す る契約約 款 で

あ り，そ の 特微は，発注者 は 完成 物 の 要求性 能 を 明示 す

る と共 に，地 下 条件を 含め て保有 す る す べ て 情報 を 入札

者 に 提示 す るが，入 札者は 必要 が あれ ば 自己 の 負担 で 追

加調査を 行い ，そ の 結果に 基 づ き設計
・
施工 計画 を 立 案

し入 札す る こ とで あ る。こ の前提条件 で は，請負者 が 地

盤 リス ク を 負 う こ と に な る。も ち ろ ん ，FIDIC 　Silver

に記載 され た 条項の 中 で は，こ の 約款 を適用 す る こ とが
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表一2　 代表 的建 設契 約約款 に お け る 地 盤 リス ク の 分担

　 　 　 ル ール

契 約 約款
地下 リス ク 分担

発 注形 式

発注者 請負者

F【D 匸CRed 設 計
・
施 工 分 離 ○

F 【DIC 　Yellow 設 計
・
施 工 一

括 ○

FiDiC 　Sllver EPC／タ
ー

ン キ
ー

○

不 適 当 で あ る場 合 に 関す る記述もあ り，条件 が整 わ な い

場合 で もす べ て の リ ス ク を 請負者に 分担 さ せ る こ とを戒

め て い る が，事業規模が 公 共 団体に 比べ て 小さ い 特定 目

的 会社 に とっ て は リス ク転嫁を 行う上 で 有効 な契約 約款

で あ る と い え る 。 現 状 で は，FIDIC 　Silverが 適用 さ れ

た 事例 は ほ とん ど報 告 さ れ て い な い が ，EPC1 ター
ン

キ
ープ ロ ジ ェ ク ト に 対 す る 契約約款 とな る ，FIDIC　Sil−

ver に お け る 地 盤 リ ス ク の 取扱 い に つ い て は，今後重 要

な 検討課題に な る 可 能性が あ る と推察さ れ る。

4．　 ま　 と　め

　本 研 究で は，海 外建設 プ ロ ジ ェ ク トの 内，開発途 上 国

で の イン フ ラ構造物整 備に 関す る状況の 変化 ，お よ び そ

れ に 伴う地 盤 リス ク 分担法の 契約上 の 変動 に つ い て 示 し

た 。そ し て ，今後海外建設プ ロ ジ ェ ク トで は PFI 方式

の 導入 が 推進 さ れ る こ とか ら，こ れ ま で 以上 に ，建設プ

ロ ジ ェ ク 1一に 含ま れ る地 盤 リス ク 対 応 に 関 す る新 し い 試

み が 必 要 不 可欠 な 事項 とな る こ どを示 した 。
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